
2023年
9⽉15⽇(⾦) 17:30〜18:30

東京⼤学医学部附属病院 ⼊院棟B棟⼀階 会議室１

担当講師 新井奈々
（患者相談・臨床倫理センター所属医師・臨床倫理コンサルタント）

「事前指⽰を考える その倫理的意味とは」

２０２３
年度

・本講習は、日本専門医機構から専門医共通講習に認定されています。
・専門医共通講習（医療倫理）として1単位が認定され、受講証明書を発行します（事前申込・対
象者のみ）。
・当院職員の方は、医師に限らずどなたでもご参加いただけます。
・院外からの受講は、医療従事者に限ります。
・院内職員は当日参加枠もございますが席数が限られます。
・応募者多数の場合は、抽選とさせていただきます。

申込期間
6⽉26⽇~
8⽉7⽇

参加申し込み
お問合せ

東京⼤学医学部附属病院
患者相談・臨床倫理センター

みなさまのご参加をお待ちしています

患者や健常な⼈が、将来判断能⼒を失った際に、⾃分に⾏われる医療⾏為に対する意向を前もって意思表⽰して
おくことは事前指⽰（advance directive :AD)と⾔います。ADを包括したプロセスが、近年注⽬を浴びている
アドバンスケアプランニング（ＡＣＰ（advance care planning)）です。
ACPは、今後の治療や療養について患者・家族らと医療従事者が話し合い、理解を深めることが重要であるとの
認識で誕⽣しましたが、医療現場で形式的なACPを⾏ったとしても、患者の意向を⼗分理解することは容易では
ありません。患者の意向を理解する（患者が事前指⽰を⾏う）ためには、医療従事者・患者・家族らのすべての
関係者が、ACPやADについて倫理的な意味を⼗分理解をしたうえで取り組む必要があります。

70名
受講料無料

（院内50名、院外20名）

※電話は平⽇の9：00〜17：00

✉ kanjasodan‐rinshorinri@adm.h.u‐tokyo.ac.jp

☎ 03‐3815‐5411（代表） 内線32604

本研修会では、このＡＤやＡＣＰの歴史的変遷や、これらの概念が成⽴している背景の
理解を深め、さらには、⽇本におけるADの法的解釈や、⾃律尊重原則等の医療倫理の
原則論などの臨床倫理的な解釈を交え、医療者のAD/ACPに関する理解を多⾓的な観点
から深めることを⽬的として開催します。

東大病院職員 申込サイト
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf
9GP7ky‐
xtxn3vTZEVKJqS8y0lqX5Rj_YSJWmbpSIQWhdH
dQ/viewform?usp=sf_link

院外の方 申込サイト
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe
hxOWKI0u4Loi12QGIsR__Glz0scW6btfAD7fbc8
AtNRPNJQ/viewform?usp=sf_link

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf9GP7ky-xtxn3vTZEVKJqS8y0lqX5Rj_YSJWmbpSIQWhdHdQ/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSehxOWKI0u4Loi12QGIsR__Glz0scW6btfAD7fbc8AtNRPNJQ/viewform?usp=sf_link

